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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はタイ国半島部の三畳紀炭酸塩岩のコノドント化石層序学・古生物学的な記載ならびに堆積岩石学的な
研究の成果である。タイ国半島部には2種類の石灰岩が南北に山地を形成して連続することが古くから知られて
いた。その一つは黒色から暗灰色を呈する旧古生代の石灰岩，他は白色から灰色の石灰岩で，後者はこれまでは
一括してRat　B岨i　Li㎜est㎝eと呼ばれ，後期古生代ペルム紀と考えられてきた。最近になってこの石灰岩はゴン
ドワナ大陸の分裂移動，インド亜大陸の北進とともにアジア大陸に衝突付加したもので，比較的冷水域で形成さ
れた石灰岩とみなされて，東南アジアの構造発達史上重要視されている。著者はこの問題の解明のために，タイ
国半島部パッタルング市周辺地域に露出する炭酸塩岩を広範囲に調査した。
　野外調査は露頭観察による柱状図の作成と層序の検討，室内では採集した多くの炭酸塩岩サンプルを酸処理す
るとともに，薄片を作成して古生物学的。堆積岩石学的な研究を行った。さらに一部のものについてはSr同位
体比も検討し，古海洋学的な考察も行った。その主要な結果は次の通りである。
　パッタルング市周辺の炭酸塩岩類はペルム系RatBuriLi鵬sto列e列の東側に位置し，その時代は三畳紀で
Chaiburi　Fomationとして一括された。本層は下位からP㎞㎞aothu㎎Do1o㎜ite，Chi荻Li聰est㎝e，賄ano醜wa㎎
Li鵬st0Be　Me臓bersと三分した。これらの層厚は全体で400～500㎜である。最下位のPhukhaoth㎜g　Dolo磁ite
Me狐berはペルム系の石灰岩から連続するが，ドロマトイ化作用が顕著で化石の産出が少なく，詳細な境界は不
明である。申位のChiak　Li鵬stone　Me聰berは最も厚くかつ広く分布し，その下位は1aminated㎜ωstoneが卓越し，
その上部はbioc1astic㎜udstoneとなる。上位のPhano㎜wa㎎Li㎜est㎝e　Me聰beζはb1oc1as童ic　wackest㎝eとbioc－
lastic　packsto鵬／grainst㎝eからなり，礁性サンゴやカイメン，各種の腹足類・斧足類等の化石が含まれ，暖浅
海域の堆積相を示す。
　著者はこれらの炭酸塩岩を酸処理し，多くのコノドント化石を抽出して時代を決定することに成功した。
Phびkhaoth㎜gDo1o㎜iteはルo功α肋o伽3后㈹榊泓凡∂伽れ凡伽螂〃などを産し，初期三畳紀のDieneriふ～
Spathianである。ChiakLi㎜est㎝eはルo吻肋o〃3玄伽o舳∫な凡后06肋｛，ルog㈱δo舳αMgαγ｛6αなどを産し，1ate
Spathiar1ate　Anisian（初期三畳紀末から中期三畳紀）と確定された。Phano臓wa㎎Limestoneは助8棚θo舳α
α肋ψ眺E．ク08肋αなどを産し後期三畳紀のCamian～Nori狐を指示する。さらに著者はこれらのコノドント化石
のCA亙（co1or　a1terati㎝n　index）値を考察し，淡黄色からアムバーと値が低く，これらの炭酸塩岩の熱履歴が140℃
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を越えていない事を明らかにした。この事実はこれらの炭酸塩岩の埋没深度が浅かったことを示している。また
本地域からは，世界的にも珍しいほど多数のコノドント癒着標本が得られている。
　Sr同位対比の検討は20数個のサンプルについて87Sr／86Sr比が検討された。その結果はアニシアン世からノー
リアン世にかけて減少が確認され，従来から知られている値に近い結論が得られている。
　以上の研究から，著者はCha1b雌i　For腿説i㎝の対比を行い，マレーシア北西部のCh哩1㎎・Kodia㎎Limest㎝es，
またタイ国北部のL搬pa㎎Gr㎝pなどとの関係を論じた。なお，主要なコノドント化石種については図示・記
載を行ったが，これもタイ国で始めての三畳紀コノドントの古生物学的な記載である。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文はタイ国における始めての三畳紀炭酸塩岩の総括的な研究で，これまで大まかに一括されていた石灰岩
層を層序学的に細分し，コノドント化石によって時代を詳細に特定し，CA玉の観察から熱履歴を明らかにすると
ともに，微岩相を解析して堆積環境に言及するなど，多くの新事実に富んでいる点で高く評価される。フイール
ドの状況によるものと見られるが，未解決となったペルム紀炭酸塩岩と三畳紀のそれとの境界の認定や，中期三
畳紀ラディニアン世の地層の特定などが将来の解明が期待される点である。また古生物学的な問題としては，多
くの標本が得られた癒着集合体の古生物学的意義も解明が期待される。
　よって，薯者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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